
台風１０号に伴う災害派遣活動の教訓及び反映事項

全 般
本検証委員会を通じて、実際の各種活動に関する教訓を関係機関と共有し、訓練等に反映していく

必要性を再認識。今後は、協定等に基づく防災訓練への積極的な支援を継続しつつ、平素からの地域
との連携の強化に資する各種施策を推進

各種活動の教訓（自衛隊関連） 訓練、施策等への反映事項

防災訓練への
積極的な支援

各種施策への
反映

指揮所を活用した指揮機関の訓練
の充実（期間、規模等）

各種手段を活用した情報伝達及び
共有要領の訓練の充実

初動時のヘリ等の各種アセットに
関する調整の訓練の充実

情報通信ネットワークに係る事業
の推進（地図、通信システム等）

危機管理ノウハウに関する普及・
教育（教育機関への防災教育等）

自衛隊ＯＢの活用（防災・危機対
策関連ポストへの再就職等）

研究会（ＡＡＲ）の実施による関
係機関の認識共有

関係機関との情報共有、連携等の
強化が必要

ＬＯの派遣、映像伝送、各種シス
テム等の更なる活用が必要

ヘリ運用に関する現地及び対策本
部との情報共有・連携が必要

各機関が保有する地図、ネット
ワーク等の共有が必要

防災、危機管理に関するノウハウ、
手続き等の普及・教育が必要

自治体に対する防災等の知見を有
する人的支援が必要

訓練成果の普及、反映による活動
の実効性向上が必要

関係機関との
連携

訓練成果の普及

情報共有のため
の手段の活用

防災ノウハウ
の普及、支援
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